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国有林の林産物の供給3
計画的・安定的な木材の収穫・販売(1)
北海道森林管理局では、森林のもつ公益的機能が十分に発揮される管理

経営を進めることを基本として、自然環境の保全などにも十分に配慮しな

がら、木材などの林産物の計画的・安定的な供給に努めています。

平成 年度には、北海道の国有林で 万 の木材を収穫しました。20 109 m3

収穫した木材については、トドマツやカラマツなどの人工林が間伐の必要

な時期を迎えていることから、その が間伐材となっています。82%
また、北海道森林管理局が販売する広葉樹の高品質材などについては、

ホームページを用いて、入札案内や入札結果、銘木市 や原木市 への出品*1 *2

予定などの情報を公表しています。

収穫量（千 ） 立木製品別販売量、販売額（千 、億円）m m3 3

主伐 販売量 販売額192.0

893.0 340.5 9.9間伐 立木販売

1,085.0 449.8 38.4計 製品販売

5.2 1.7注：平成 年度の実績。20 その他

注：平成 年度の実績。製品販売とは丸太の販売。20

ホームページを通じた入札案内
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① 素材 の安定供給システム販売*3
そ ざ い

北海道森林管理局では、国有林材の販路の確保や中核的な木材の生産・流通

・加工の担い手の育成を目的として、一定の条件を満たす製材工場などと協定

を締結して、人工林材を計画的に販売する「素材の安定供給システム販売」を

行っています。

平成 年度には、この協定に基づき、製材工場などへ合計 千 を販売20 93 m3

しました。

PR② 国有林内で生産された優良広葉樹の

北海道森林管理局では、北海道産の優良広葉樹のブランド化や国有林材のイ

メージアップを目的として、旭川銘木市や本州の銘木市に出品する丸太の切り
あさひかわ

口（木口）に、産地名を記入したラベルを平成 年度から貼り付けています。16
こ ぐ ち

③ 高品質材の販売

北海道森林管理局では、楽器製造業者など需用者のニーズに応えるため、国

有林内で生産されたセンノキ、マカバなどの高品質材を銘木市へ出品し、販売

しました。

銘木市に出品された高品質材切り口に産地名を示すラベルを貼り付けた丸太

銘木市とは、材質が優れていて希少価値がある丸太を専門に販売する市場。*1

原木市とは、通常の丸太を販売する市場。*2

素材とは、木材の場合丸太の総称*3
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森林認証 材の安定供給への取組み*1

網走西部森林管理署（遠軽町）及び網走西部森林管理署西紋別支署（滝上町）
あ ば し り え ん が る たきのうえ

では、オホーツク産の木材のブランド化に向け森林認証材を安定供給するための

販売に取り組んでいます。

認証材であることを公売物件明細書や山土場で明示し、買受者には認証材の証

明書を発行しています。

山土場での認証材の様子

写真：遠軽町（網走西部森林管理署管内遠軽国有林）

森林認証制度とは、持続可能な森林の管理経営を推進するため、独立した第三者機関が一*1

FSC SGEC定の基準などに基づいて特定の森林や経営体を認証する制度 (森林管理協議会)や。

(「緑の循環」認証会議)などによる森林認証がある。
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林業・木材産業の再生への取組み(2)
低コスト・高効率作業システムの取組み

民有林・国有林を通じて、北海道内の人工林の多くが間伐が必要な時期

を迎えている中で、間伐が円滑に進められるためには、間伐の採算がとれ

るようにすることが重要となります。

通常、間伐材からは価値の高い丸太がとれないことから、間伐に当たっ

ては、生産コストを縮減するため、高性能林業機械などを活用し、低コス

トで効率的に間伐が行える作業システムを普及・定着させることが重要と

。 、 、なります また 間伐に適した低コスト・高効率作業システムができれば

大量の間伐材を安定的に供給できるようになり、林業・木材産業の活性化

に貢献できることになります。

このため、北海道森林管理局では、北海道と協力し、人工林の間伐に適

した低コスト・高効率作業システムの普及に取り組んでおり、平成 年度20
には、高性能林業機械の多様な組み合わせによる作業システムの現地実証

を実施し、その取組結果を公表するとともに、作業システムの普及を図る

ための現地検討会を開催しました。

低コスト・高効率作業システムに関する現地検討会の開催

北海道森林管理局では、林野庁研究・保全課が日本林業技士会に委託実施して

いる「低コスト作業システム構築事業」に根釧西部森林管理署（釧路市）管内の
く し ろ

国有林をモデル林として提供し、低コスト・高効率作業システムの開発普及に協

力しています。

平成 年 月には、これらの取組結果を公表するとともに、開発した作業シ20 12
ステムの普及を図るため、鶴居村において「低コスト作業システム現地検討会」

つ る い

を日本林業技士会との共催で開催しました。この現地検討会には北海道などの地

方自治体や林業関係者など約 名が参加し、事業概要に関する講演会やハーベ160
スタとフォワーダを組み合わせた集材の実演などが行われました。

現地検討会の様子 ハーベスタ（左）とフォワーダ（右）

による集材の様子

実施場所：鶴居村（根釧西部森林管理署管内鶴居国有林）




